


同マーカーはマークした後1～3分でアクリル樹脂が乾燥凝固
して簡単に剥がせる。
写真はマーカーを取り除いている状態である。
手で軽く引っ張れば簡単に剥がし取れ、足で踏んでもマーカー
ラインは消失しない。

犯罪現場の現場保存やマーキングは、これまで死体の周囲をロープで型取りセロテープ等で
接着したり、足跡・血痕をチョークでマークする等の方法を行ってきました。
しかし・・・

   

死体及び遺留品などその他の物の位置を特定
する場合に、検体の周囲をマークして、現場保
存の徹底を図るものである。

(写真は壁にもたれた状態の変死体を想定し、その状況
(位置)を明確にするためにマークしているもの)

検体を移動させたあとも、発見当時の検体の形状を現場に
残すことができるようにマークする。

アクリル樹脂(マーカー)は微接着性があり、平面だけでなく
立体的なもの(斜面・壁面・湿地帯)等にもマークできる。

検体を取り除いた状態である。凹凸面・傾斜面
などでも使用可能である。立証措置については
マークしたラインは弾力(スポンジ)性・接着性
があり、立会人票などを張り付けることができ、
万全である。

マーカーラインを取り除いた後、マークの
形跡は残らず、現場を汚さない。
使用後はアクリル樹脂であるので、まゆ状
に丸めて普通ゴミで廃棄できる。

・死体を型どっているロープが作業工程時に移動してしまう。
・チョークの印が降雨などのため、消滅したり、現場を汚すことがある。
・チョークの跡がなかなか消えない、私有地の復元に時間が掛る。
・ロープなどを再利用する場合、DNA資料が混合する可能性がある。

など多くの問題点がありました。
使用方法が簡単で、これらのマイナス面をクリアーしたのが『HP・Marker』です。
HP・Markerは、事故・事件現場に急派される警察官がスピーディーに現場状況を保存し、
さらに処理後簡単に復元することができます。

天候にも関係なく、どんな状況でも使用可能！！
土、アスファルト、コンクリート、草、立木など

斜面・凹凸・天候などの悪条件でも容易に接着！

場所を選ばず、手軽で簡単！

剝がれないけど、剥離が簡単！

立会人票の付着や、立証措置ができる！

DNA資料の混合も皆無！

犯罪現場で、死体などが、斜面・凹凸の場所・天候など悪条件の場合でも容易に接着できます。

スプレー缶一本で誰でも簡単に使用できます。

粘着は微力であるが、風雨・振動では剥がれず、また人力によって
垂直方向に引っ張れば容易に剥がすことができるので、検体・資料
に汚染がありません。
　※一部の繊維の絨毯など除く
　※炎天下など高温になる所では、水等で冷却後、剥がしてください。

マークラインに立会人票を付着させることができ、写真撮影の上、立証措置ができます。

現場ごとに破棄するため、DNA資料の混合はありません。

【使用方法】
・ご使用前に缶を20回以上よく振ってお使いください。
・目的物に対し、約45度の角度で噴射してください。
・目的物に対し、20～30cm離して噴射してください。 『HP・Marker』のHPはHyogo Policeの略です。


